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うこぎは、上杉家が米沢に移封した際に持ち込まれました。トゲが
防犯になるうえ、非常食として利用できることから、上杉鷹山公が
垣根としての植栽を推奨したと言われています。独特の香りと苦味
があり、新芽などを天ぷらや切り和え、うこぎご飯として食します。

●山形県米沢市産うこぎ使用
「なせば成る」の言葉で知られる上杉鷹山公は、財政破綻寸前の米沢
藩を立て直した名君です。自ら倹約に努め、民の暮らしに寄り添い、
農業や産業の振興に尽力しました。どんな困難も知恵と努力で乗り越
える「自力本願」の精神は、今も米沢のまちに受け継がれています。

●米沢藩 第九代藩主・上杉鷹山公

天明3年（1783年）の大飢饉を機に、上杉鷹山公の意をもとに編ま
れた飢饉救済の手引書です。野草や山菜の調理法、保存法のほ
か、毒草の見分け方も記され、身近な自然を食の糧とする知恵が
詰まっていました。これにより、後の大飢饉では米沢藩内に餓死者
を出さなかったと伝えられています。

●かてもの（野草などの調理法をまとめたレシピ集）
草木塔は、草や木といった自然の恵みに感謝し、その命を供養する
ために建てられた石塔で、米沢市田沢地区が発祥とされています。
全国に約170基ある中で、半数以上が山形県置賜地方に集中し、
最古のものは安永9年（1780年）に建立されました。自然とともに
生きる米沢の精神を今に伝える、誇るべき地域の宝です。

●草木塔


